
　もともと素手で投げ
ていたのをプロ入りし
たときに、まずはプロ
の大会の雰囲気に慣れ
るために、少しでも不
安要素をなくそうと、
2～3年は着けていま
した。でも2012年ぐ
らいからは、外してい
ました。
──そのルール変更に
ついては、どのように
見られていますか？
　皆さん苦労はされ
ていると思いますけ
ど、プロなのでしっか

り仕上げてくると思ったし、実
際オールスターで見た感じで
は、そんなに影響はないかなと
思いました。このブレーク期間
もあって、新しい展開が見られ
るのかなという楽しみもありま
す。
──近年は協会の仕事にも携
わっています。
　もう5年ぐらいになります。
松永（裕美）プロに「成長につな
がるからやりなさい」といわれ
て（笑）、トーナメント委員会の
委員になりました。自分のこと
だけでなく、周りにも目配りを
しないといけないので大変です
が、これまで知らなかったプロ
ボウリングの歴史やルールなど
を勉強できています。また斉藤
志乃ぶさんら大先輩と話をさ
せていただく機会ができて、本
当にプラスになっています。
──今年は選手会長も務めて
います。
　本来はランキング1位の姫路
プロですが、協会の副会長です
から。また2位の寺下（智香）さ
んはデビュー7年目で、10年
未満ではいろいろ難しい面もあ
るということで、その役目が私

──ー昨年の全日本女子プロ
選手権の優勝を振り返ってい
ただけますか？
　全日本は通常のトーナメント
とは違って、3パターンのレー
ンコンディションで行われます
が、そのための対策、準備を
100パーセントではないけど、
しっかりして臨めたのが、あの
結果につながったと思います。
──それから間をおかずに、昨
年4月の宮崎プロアマオープン
で5勝目を挙げました。

前方には姫路麗、松永裕美の2強が立ちふさがり、後方
からは若手の追い上げが急。影が薄くなりがちな中堅勢
の中にあって、奮闘するデビュー12年目の佐藤まさみプ
ロ。一方で選手会長を務めるなど、プロボウリング発展
のための役割も積極的に担っている。

「全日本選手権の優勝が
　自信につながっている」

さとう・まさみ／1985年4月21日、
山梨県生まれ。153㎝。右投げ。血
液型B。2009年プロ入り（42期／
ライセンス№450）。通算5勝。
2019ポイントランキング3位。ダ
イトースターレーン所属。

●4月14日
　ラウンドワンLIVEチャレンジ
　東京・ラウンドワン府中本町店

●4月28日
　ダイトースターレーン

●5月12日
　ダイトースターレーン

●5月30日
　北小金ボウル

佐藤プロと一緒に投げよう！
近日開催のチャレンジマッチ

「自粛解除に備え今自分たちに
 　何ができるのかを考えたい」

佐藤まさみ
 MASAM I  SATO

　競技方式が独特で、だれにで
もチャンスがある大会だと思い
ます。誕生日（4月21日）が毎
年大会中と重なっていたので、
モチベーションはいつも高かっ
たけど、本当に誕生日に優勝す
ることができてびっくりもして
います（笑）。
──昨シーズンはその宮崎の
優勝のほか、準優勝の2回を含
むベスト10以内が8試合、ポ
イントランキングも自己最高の
3位でした。
　全日本優勝の自信というか、
余勢（笑）もあったと思います。
また毎年オフには、ドリルを
チェックしたりボールのライン
ナップを見直したりしています
が、それが宮崎からはイメージ
しやすくなったというか、レー
ンを読みやすくなって、焦らな
くなりました。
──高いバックスイングが特
徴ですが、今のフォームでこれ
からも大丈夫ですか？
　ダメだと思います（笑）。トッ
プの位置を下げることにもトラ
イしましたが、タイミングがお
かしくなってしまったので、時
期がくれば自然に変わるだろう
と思って、今は無理に修正する
ことはしていません。
──今年からリスタイが禁止に
なりましたが、佐藤さんはいつ
から外したのですか？

の姫路さんもおっしゃっていま
したが、プロボウリング改革の
年になるのかなと思っていまし
た。その矢先のこの事態なの
で、残念ですね。
──チャンピオンズカップは男
女混合の大会ということでし
たが、そのことについて選手会
のなかから異論が出たりはし
なかったですか？
　選手会というよりも、トーナ
メント委員会で議論はありまし
た。反対というのではないです
が、新しい試みなので想像す
るのが大変で、ちょっとした考
えのずれをすり合わせるよう
なことはありました。

（注：スケジュールは変更になることがあります）

かなきゃいけないなという気持
ちがあるので、トレーニング方
法や体の使い方なども意識し
てチェックしたり、自分のボウ
リングを見直す時間にもしてい
ます。
──選手会長就任が、新型ウイ
ルスの発生という大変な年と
重なりました。
　普段は皆さん仕事をしなが
らトーナメントもあってという
ところで連絡が取りづらい面も
ありますが、今は時間的には余
裕があるので、いつもより密に
連絡を取り合っています。こう
いう状況の中で自分たちに何
ができるかを考え、自粛が解除
になったときに、またボウリン
グ場に足を運んでもらうように
しないといけない。そのために
何をしたらいいのかを先輩方
と話をしています。
──プレーヤーとしての抱負
はありますか。
　昨年よりももっと上を目指し
たいという気持ちはあります。
昔の自分からしたら、成長でき
ているとは思いますが、私より
も若手がどんどん出てきて活
躍している。そういう現状を考
えると、もっと頑張らないとい
けないなと思います。
（取材協力：ダイトースターレー
ン）

▲高いバックスイングが特徴だが、マ
　イナーチェンジも視野に

▲「トーナメントが再開になったと
　き、いろいろ難しいこともあると
　思います。その対策も考えておか
　なければ」と、選手会長としての
　自覚も

「プロボウリング改革の
　年と思っていたけど…」
に下りてきた形です。
──昨年あたりから、新機軸の
トーナメントが誕生してきてい
ます。
　今年はWOMEN’S ALL☆
STARに始まって、KUWATA 
CUP、そして住建ハウジング
プレゼンツ・チャンピオンズ
カップと、これまでにない形の
トーナメントが続いて、副会長

──佐藤プロ自身は楽しみでし
たか。
　これまで男女共催というのは
あっても、本当に一緒に戦うと
いうのは承認大会以外ではな
かったので、どうなるんだろう
と楽しみでした。演出面も含め
て、住建ハウジングさんもすご
く力を入れてらしたので、選手
もそれに応えられるように頑張
ろうと思っていたので、本当に
残念です。中止ではなくて、ぜ
ひ延期という形で開催してい
ただきたいですね。
──今トーナメントは中断して
いますが、どんな風に過ごされ
ていますか。
　読書が趣味で、普段は歴史
の本を読むことが多いのです
が、この機会に普段できなかっ
たことをしようと思って、メン
タルの本や、いろんなスポー
ツ選手の本とかを読んでいま
す。新しいことにも挑戦してい

（Photo：馬場高志）
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